【資料紹介】　受験雑誌に見る草創期の横浜専門学校 －『受験と学生』（研究社）から－ by 池原 治 & Ikehara Osamu
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横浜専門学校（神奈川大学の前身校）の草創期の資
















主としていたため『受験と学生』とは雑誌の性格が異なる。『受験と学生』が創刊された大正中期は、ヨーロッパを主戦場とした第一次世界大戦の影響による好景気に沸いていた。また、後に大正デモクラシーと呼ばれる風潮は教育熱の高まりをもたらし 。このような経済的・社会的背景から高等教育機関への進学希望者は一層、増加した。さらに産業界からの要求にも応えるものとして臨時教育会議（内閣直属の諮問機関）は一九一八（大正七）年六月、大学教育及び専門教育 改善に関して答申した。早くも同年十二月には、それまでの「帝国大学令」に加えて、公立大学、私立大学を認めることになった「大学令」が公布された（それまでも「大学」の名称を認可された私立の高等教育機関があったが、それらは専門学校令に基づ のだった） 。以降、 正か 昭和にかけ 、わが国育諸学校の拡充 きくすすむこ にな なお このとき専門学校令の改正は行われていない。これは先に述べた臨時教育会議の答申 おい 「現行制度変更の必要なし」とされた ある。
高等教育機関の拡張計画前とそれ以降の高等学校、








載）と「横浜専門学校の画期的給費制度」 （一九三三（昭和八）年十二月号掲載）の二点である。「横浜専門学校を観る」 （資料一）を掲載した二月号は、 「入試問題予想号」として刊行されている。目次には、 「入試問題の傾向研究と予想」 、 「英語の出題方針と最後の総準備法」 、 「全国実専入学難易度の研究」 、
「懸賞誌上模擬試験問題」 「本 度の各校募集要項（十二月十七日現在） 」などが取り上げられ、入試を間近にした読者の関心を誘う内容になっている。
当時の横浜港は、神戸港とともにわが国を代表す














































































































集発行実行委員会（編） 、一九八八年十一月）に掲載の写真「グラウンドから見た校舎全景（昭 8年） 」には本部地区西側に野球場や陸上トラックが見える。教室は校地の東側、現在の芝生広場と本館前築山附近に三棟の校舎と事務室等が展開されていた（神奈川大学創立五十周年小史編集委員会（編） 『神奈川大学五十年小史』 、七三ページ、一九八二年 月 。
なお、在学生の就職の状況は記事とは少々異なり、
当時、昭和恐慌の影響から「不景気風の吹きまくる時
期」 （ 『神奈川大学五十年小史』 、四〇ページ）であり、「卒業の日までに就職の決定していた学生は、ほとんどいなかった。 〔中略〕 「大学は出たけれど」という深刻な就職難の時代が到来していたのである。 」 （同、四〇
－四二ページ）という厳しい状況のなか、横浜専門









号」として刊行されている。主な目次は、海陸高師入試問題の研究、高師受験直前 対策 入学試験予備問題回答、農教の入試近づく、専検敗北者の手記 最近の入学検定試験問題集などである。同誌の編集室雑記には「十二月中旬頃になると全国官立高等学校 試験
― 79 ―













五校ある。横浜高等工業学校、横浜高等商業学校、横浜商業専門学校、関東学院、横浜専門学校がこれである。此内横浜高等工業 校を除いて、他の四校は皆高等実 教育を主とする である。これは場所柄当然のことと言はねばならぬ。
此の四実業専門学校の内、横浜高商は御承知の








































































































り四月に亘つて施行される、普通一般の本校生徒募集と切り離して本年十二月下旬に施行されることになつてゐる。募集人員は各科合計三十名、入学資格は普通専門学校入学有資格者で 在学成績に「第四学年若くは第五学年に於て五分の二以上の成績席次を有する者」といふ制限が附せられてゐる。出願期限は十二月一日より十二月二 日迄、試験科目は国語、数学（代数、平面幾何） 、英語（英文和訳、和文英訳）の三科目 但し商業学校卒業者は数学を省き商業簿記、銀行簿記が課せられる。試験は十二月二十 日、二十五日の両日、本校に於て行ふ外、十二月二十四日 二十日に広島高工、十二月二 五日、二十六日に大阪帝大医学部、十二月二十七日 十八日に福岡高校、十二月二十八日 二十九日に名古屋高 でも施行すること なつてゐ 尚此他に口頭試問及体格検査を夫々行ふが 口頭試問は特 之 重要視し、英、数 国語各一〇〇点 対して 〇〇点
満点となつてゐることは、志願者諸君が前以つて特に注意して置く必要があると思ふ。因みに此給費生入学試験の成績発表は昭和九年一月三十日で、之は受験者各自に其合否及得点数を通知することになつ ゐる。得点数の 之に依つて学科試験得点一五〇点、口頭試問一三〇点以上と判明すれば、その受験生はたとへ給費生の方 不合格になつても、明春三月の本校一般学生の入学試験に於ては、其無試験検定出願の資格が得られる□である。之も優秀な学生を得る一つの方法として、妥当性が多分に□る 言へよう。
◇給費制度の内容に就て
今回創設された給費生募集に関しては以上で尽
きるとおもふが、その給費額は次の通りである。即ち第一種給費生は年額一百円、第二種給費生は年額一百円以上三百円以下となつてゐる。茲に特筆して置きたいことは、大抵の学校の給費制度はその卒業後に於て何等かの義務附帯条件が加へられてゐるが、本校の給費生 卒業の暁に於ても学
― 84 ―
費の返還を要せず又何等の義務も負はせられないことになつてゐる。之れこそ本校の給費制度の一大特色であり、この銓衡されたる給費生に対する当局の絶対信頼こそ一大英断である。給費生の素質向上が期待せられる所以である。
上：『受験と学生』
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